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東京都荒川水系における国内外来種オヤニラミの初記録

太下　蓮 1・永安由弥 2・伊藤　玄 3

Five specimens of Coreoperca kawamebari (Temminck and 
Schlegel, 1843) collected from the Arakawa River system in 
Tokyo Metropolis, Japan, represented the first specimen-based 
records of the species from the river system. Although the spe-
cies is native to Honshu west of Kyoto Prefecture, it has been 
recorded as a domestically introduced species in several regions, 
including Tokyo Metropolis, and Kanagawa, Shizuoka and Mie 
prefectures. The species has also been recorded from the Tama 
and Sakawa river systems in Tokyo and Kanagawa, respectively, 
located near the Arakawa River system. The populations in these 
regions clearly represent introduced populations.
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 Abstract

オヤニラミ Coreoperca kawamebari (Temminck and Schle-

gel, 1843)は，京都府桂川・由良川水系以西の本州，四国

東北部，九州北部に自然分布する純淡水魚で（木村ほか，

1994），希少性や特異な見た目から観賞魚としての人気が

高い（今井・中原，1957；宮地ほか，1976；高久・諸澤，

2021）．一方で，神奈川県，静岡県，三重県など自然分布

域外での生息が多数報告されており（藤田，2019；瀬能，

2021；太下・伊藤，2023；山川ほか，2023），日本各地で

分布を拡大している．また，本種は動物食性であり（今井・

中原，1957；川島・山根，1989; Choi et al., 2020），在来の

水生昆虫類や甲殻類への捕食圧が懸念される（佐藤・丸山，

2022；太下ほか，2023）．そのため，本種は環境省の生態

系被害防止外来種リストの総合対策外来種のほか，滋賀県

の指定外来種，愛知県の公表移入種，愛媛県の侵略的外来

種に指定されており，対策が必要な外来種であると認識さ

れている（滋賀県，2007；環境省・農林水産省，2015；大

仲ほか，2022；愛媛県，2023）．

東京都では，多摩川水系でのみオヤニラミの記録があ

る（国土交通省，2002）．荒川水系黒目川支流の落合川流

域では，2020年 3月 21日に東久留米川クラブの活動（川塾）

でオヤニラミが確認されているが，標本を伴う形で記録さ

れていなかった（永安，未発表データ）．落合川においては，

アブラハヤRhynchocypris lagowskii steindachneri (Sauvage, 1883)

や，ホトケドジョウ Lefua echigonia (Jordan and Richardson, 

1907)，ムサシノジュズカケハゼ Gymnogobius sp. 1の生息

が確認されており（佐藤，2017, 2023），生息空間や餌資源

を巡る競争や捕食圧など，オヤニラミが在来魚類に悪影響

を与える恐れがある．

2024年に著者らが落合川でオヤニラミの生息状況の調

査を行ったところ，複数個体のオヤニラミが採集されたの

で，標本に基づく荒川水系からの記録としてここに報告す

る．

材料と方法
東京都荒川水系の落合川流域において，2024年 5月 4

日に本流で，5月 5日に本流に流入する一支流において，

タモ網を用いて魚類を採集した．採集されたオヤニラミ

属魚類は，滋賀県立琵琶湖博物館に標本として登録した

（LBM1210061346，5個体，標準体長 59.6–72.2 mm，東京

都荒川水系落合川の支流，2024年 5月 5日，太下　蓮採集）．

また，太下・伊藤（2023）に従い，右腹鰭を DNA解析用

試料として保存した． 

外部形態の計測は Hubbs and Lagler (2004)に従い，波戸

岡（2013）によって示された生時の体色，鰓蓋上方の眼状

斑，主鰓蓋骨の上方の棘，尾鰭の形態を基に種同定を行っ

た．近縁種であるコウライオヤニラミ Coreoperca herzi 

(Herzenstein, 1896)との判別は，日比野ほか（2019）を参

考に側線有孔鱗数（オヤニラミ：33–38，コウライオヤニ
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ラミ：50–59），背鰭軟条数 （オヤニラミ：11–13， コウライ

オヤニラミ：13–14）の計数により判別した．側線有孔鱗

数については双眼実体顕微鏡を用いて計数し，標準体長（以

後 SLと表記）についてはノギスを用いて 0.1 mmの単位

で計測した．なお，本報告で採集されたオヤニラミ属魚類

は全てオヤニラミと判断されたが（結果参照），本種は滋

賀県による「ふるさと滋賀の野生動植物との共生に関する

条例」において指定外来種に指定されており，県内での飼

育には許可が必要となる．本研究においては生かしたまま

滋賀県内の龍谷大学瀬田キャンパスの実験室に持ち帰った

が，実験室到着後にただちに標本とした．

結　　果
落合川本流での調査ではオヤニラミ属魚類は採集され

なかった．一方，支流での調査では，5個体（59.6–72.2 

mm SL）のオヤニラミ属魚類が採集された．これらの標本

は，生時に眼の後方に朱色帯があること，鰓蓋上方に青色

かつ前方が赤く縁取られた（固定後は暗色）眼状斑がある

こと，主鰓蓋骨の上方に 2本の大きな棘があること，尾鰭

後縁が円形であること，側線有孔鱗数が 34–38であること，

背鰭軟条数が 11であることにより，波戸岡（2013）と日

比野ほか（2019）に従ってオヤニラミに同定された（Fig. 1）．

また，情報が公開されている国内の自然史標本コレク

ションに，荒川水系産のオヤニラミが登録されていない

か，サイエンスミュージアムネット URLで調査した結果，

神奈川県立生命の星・地球博物館に収蔵されている東京都

産のオヤニラミ標本（KPM-NI 15959, 15960, 40564–40591, 

67889）を発見したが，これらを実際に調査したところ多

摩川水系産であった．

考　　察
東京都からのオヤニラミの記録は，2001年に初めて多

摩川水系で生息が確認されて以降（国土交通省，2002），

同水系では継続的に本種の生息が確認されている（国土交

通省，2008, 2014, 2018, 2023）．荒川水系では，2013–2016

年に落合川を含めた新河岸川流域全体から 15科 48種（佐

藤，2017），2022年に落合川を含めた黒目川流域全体から

11科 32種（佐藤，2023）の魚類が確認されているが，い

ずれの文献においてもオヤニラミは確認されていない．し

たがって，本研究で採集された標本は，オヤニラミの荒川

水系からの標本に基づく初記録となる．また，オヤニラミ

の自然分布域は京都府桂川・由良川水系以西であること（木

村ほか，1994），荒川水系近郊の多摩川水系と神奈川県酒

匂川水系では人為的に放流された外来個体群が知られてい

ることから（国土交通省，2002; 瀬能，2021），落合川のオ

ヤニラミも同様に人為的に放流された個体群である．

本研究での落合川での調査では，オヤニラミは 2020年

に初めて確認された地点と同一の支流でのみ採集され，本

流からは採集されなかった．2020年時点では，落合川本

流でも確認されたが，駆除活動を行い，以降約 1年間はこ

の支流周辺でのみ継続的に確認される状況であった（永安，

未発表データ）．2022年の佐藤（2023）による調査では落

合川およびその下流の黒目川ではオヤニラミは確認されて

いないことから，現時点では落合川の支流という局所的な

分布にとどまっている可能性が高い．
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Fig. 1. Fresh specimen of Coreoperca kawamebari from the Ochiai River, the Arakawa River system, Tokyo Metropolis, Japan 
(LBM1210061346, 1 of 5 specimens, 62.6 mm SL).
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